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☆7/3　ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
 ～新庄神室産業高等学校 ２年生～

本沢第二堰堤において測量実習

◎組織概要・砂防事業説明
◎砂防資料館での学習
　　（実際に来館者への案内・説明等）
◎ビジネスマナー
　　　　（名刺交換・電話対応）
◎工事現場見学・実習
　「東大沢砂防堰堤管理用道路工事」
　「科沢砂防堰堤」
◎砂防施設点検
　「六淵砂防堰堤」
　「工藤沢砂防堰堤」
　「立谷沢川流路工（生繰沢橋）」

《学習メニュー》

濁沢の土砂崩壊の説明

職場体験学習とは進路学習の一環として、職種の役割
や働くことの厳しさ大変さと共に、働くことの喜び充実感
を味わい、将来の職業選択に役立てる事を目的として実
施しています。生徒２名が色々な学習メニューを通して当
出張所の業務に携わりました。今回、初めて砂防施設等
を見学し、砂防施設が生活の中でとても重要な事などを
学ぶことができ、良かったという感想をいただきました。

☆7/4～5　職場体験学習
 ～庄内町立余目中学校　３年生～

砂防施設（工藤沢砂防堰堤）の点検

崩落斜面→

この地点を測量

水準測量実習（東大沢）

インターンシップとは学生の就業意識の啓発、国土交通
行政への理解を深めてもらうことを目的とし実施していま
す。生徒２名が濁沢池ノ台地すべり現場の見学や本沢第
２砂防堰堤工事現場において測量実習等を行いました。

集積伐採木の計測

科沢砂防堰堤見学

砂防資料館見学者案内

この地点を測量



《8/5　安全利用点検》
　庄内町・庄内総合支庁・当出張所が合
同で立谷沢川流域の公園や広場を安
全に利用していただくために点検を行い
ました。

《6/28　土砂災害危険箇所点検》
　庄内町・庄内総合支庁・警察署・消防本部・消防団・当出張所が合同で地す
べり危険箇所の現地調査を行った結果、異常は見つかりませんでした。点検
後の検討会では、今後も各機関との情報共有や連携を密にし災害に備える事
を確認いたしました。

http://www.thr.mlit.go.jp/shinjyou
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〒999-6601
東田川郡庄内町狩川字堅田20-23
TEL 0234-56-2050
FAX 0234-56-2081

～砂防資料館～
開館日 ： ※土日・祝日は閉館しております。
※ご利用の際は事前にご予約ください。

立谷沢川砂防出張所ページをご覧ください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どちらの点検でも異常はありませんでした。
自治体や国の機関で今回の様な点検を定期的に実施しておりますが、地域の皆さんも日頃から防災意識を高め、万
が一の場合に備えていただけるようにお願いいたします。

　７月は大雨による出水があり、５回にわたり降雨による警戒・注意
体制の発令がありましたが、立谷沢川流域では人的被害はありませ
んでした。しかし、この雨で鶴岡市田麦俣地内、西川町大字月山沢
地内において土砂崩れが発生し道路をふさぎ国道１１２号が通行止
めになったり、新庄市畑地内では最上川の水位が上昇し路面冠水等
の被害が発生し国道４７号が通行止めになりました。
　台風シーズン到来をひかえ、台風による豪雨等により洪水や土砂
災害等の危険が高まります。お住まいのところが土砂災害危険箇所
でないか、洪水等の恐れがないか事前に確認を行い気象情報等に
注意して危険が迫る前の避難などを心がけてください。

◇７／１１　肝煎雨量観測所で連続雨量１２０ｍｍに達した

ため警戒体制を発令。

◇７／１４　月山雨量観測所で連続雨量１２０ｍｍに達した

ため警戒体制を発令。

◇７／１８　月山雨量観測所で時間雨量４０ｍｍに達した

ため警戒体制を発令。立谷沢川と小出沢川の合流点で護

岸の被害が発生。

◇７／２２　月山雨量観測所で連続雨量８０ｍｍを超え、新

庄河川事務所管内で１２０ｍｍに達したため警戒体制を発

令。

◇７／２６　玉川第６ダム雨量観測所で時間雨量４０ｍｍ

に達したため警戒体制を発令。

※左の写真は雨によって増水した瀬場砂防堰堤です。

自然災害から身を守るために
　　　　　　　　　　　大切なこと！

○危険箇所を十分確認しておく
○防災関係情報を入手できる環境を整える
○早めに非難を心がける

パソコン・携帯電話等を活用し
   　防災関係情報を迅速に入手する！

○警報・注意報　○雨量・水位情報
○土砂災害危険度情報　○避難情報等

　　　伐採木を無償提供します
　国土交通省新庄河川事務所では、コスト
縮減と資源の有効利用を図るため、砂防工
事で発生した伐採木を無償提供していま
す。
●数量・樹種：生繰沢地内 約200㎥（ｽｷﾞ）
　　　　 立谷沢瀬場地内 約150㎥（ﾔﾅｷﾞ）
●積込運搬：各自でお願いします。
●提供期間：9月下旬 ※無くなり次第終了
■問合せ：生繰沢地内 工事現場事務所
　　　　　　　℡28-8747（担当：富樫）
　　　　　 立谷沢瀬場地内 工事現場事務所
　　　　　　　℡43-8603（担当：黒坂）
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